
 

 

     家族でルールを決めましょう 
  

 スマホやテレビを見る時間を決めましょう。大人がスマ

ホを使いすぎていたり、テレビを長時間見たりしている

と、ルールを守る意欲を 

そいでしまいます。 

大人がまず見本を！ 

     いろいろなものを見せよう！ 
  

 いろいろな距離のものを見ることが、見る力を育てま

す。遠くを見るときは目の周りの筋肉がゆるみますが、子

どもはただ「遠くを見て」と言ってもうまくできません。

「あの木のてっぺんを見て 

ごらん」など、具体的に声を 

かけてあげましょう。 
 

 ➊ ウイルスを含むしぶきを吸い込む 
            

           せきやくしゃみのしぶきは２ｍほど跳ぶ 

          ので、近くの人が吸い込むと感染します。 
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 １０を横にすると、まゆと目に見えるので、１０月１０日は「目の愛護デー」。子どもの目を守るに

は、感染症やけがだけでなく、「見え方の異常」にも注意が必要です。この機会に異常のサインを知り

ましょう 

 赤ちゃんの目は、生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、１歳までの時期は急速

に「見る力」が発達します。３歳までには、多くの子どもが大人と同じ程度(視力1.0)まで見える

ようになります。見る力(視覚)はゆるやかに発達し、６歳ごろには大人と同程度になります。 

小さな子どもは 「見 る 力」 も育ち盛り 

生まれてすぐ 

視力 0.01 

１ 歳 

視力 0.2 

３ 歳 

視力 0.8～1.0 

５ 歳 

視力 1.0 

 明るい、暗い程度しか

認識できません。 

 立体的に見る力、動くもの

を見る力など、視覚が急速に

発達します。 

 大人とほぼ同じくらいま

で視覚が育ってきます。 
 ほとんどの子どもが、大人と

同じ視覚を身につけます。 

ウイルス、どうやってうつる？ 

 風邪のウイルスは、感染している人のせきやくしゃ

み、会話の際のしぶき（飛沫）と共に飛び散ります。

また、唾液や鼻水の中にも多く存在しています。ウイ

ルスのついた手を介して目や鼻、口からウイルスが体

内に入ったりすることで感染します。 

 ➋ ウイルスがついた手や目や鼻、口を触る 
            

 ウイルスが付着したものに手で触れると、ウイル

スが手につきます。ただし、手についただけでは感

染しません。 

 ウイルスのついた手で、目や鼻、口を触るとウイ

ルスが体内に侵入します。 

RSウイルス感染症 
 RSウイルス感染症は、RSウイルスの感染による呼吸器の感

染症です。何度も感染と発病を繰り返しますが、生後１歳まで

に半数以上が２歳までにほぼ100％の児童がRSウイルスに少

なくとも１度は感染するとされています。症状としては、軽い

風邪の症状から重い肺炎まで様々です。しかしながら、初めて

感染発症した場合は重くなりやすいといわれており、乳期、特

に乳児期早期（生後数週間～数ヵ月）にRSウイルスに初感染

した場合は細気管支炎、肺炎といった重篤な症状を引き起こす

ことがあります。そのため、特に乳児期早期（生後数週間～

数ヵ月間）のお子様がいらっしゃる場合には、感染を避けるた

めの注意が必要です。 


